
 

 

「
文
書
違
反
」
の
神
戸
簡
易
裁
判
が
昨

年
12
月
9
日
に
開
か
れ
て
以
来
、
弁
護
士

に
よ
っ
て
裁
判
官
・
弁
護
士
・
検
事
合
議

が
続
い
て
い
ま
す
。
１
月
19
日
に
開
か
れ

た
合
議
で
は
、
井
奥
元
高
砂
市
議
と
は
分

離
し
て
神
戸
地
裁
へ
の
分
離
が
決
ま
り
ま

し
た
。

「
東
播
磨
２
市
議
文
書
弾
圧
事
件
」
の

一
方
の
被
告
の
井
奥
裁
判
は
、
神
戸
簡
易

裁
判
所
で
着
々
と
進
み
、
最
終
陳
述
を
３

月
10
日
に
控
え
る
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
。

井
筒
裁
判
は
、
昨
年
12
月
9
日
、
神
戸

簡
易
裁
判
所
、
１
０
１
号
法
廷
（
白
井
裁

判
長
）
で
、
井
筒
加
古
川
市
議
は
、
公
選

法
に
違
反
す
る
文
書
と
は
認
識
を
し
て
い

な
い
と
主
張
。
丹
治
初
彦
弁
護
士
は
検
察

提
出
の
供
述
証
拠
の
一
部
を
不
同
意
と
し

て
、
争
う
立
場
を
表
明
し
ま
し
た
。

今
後
の
井
筒
裁
判
は
神
戸
地
裁
刑
事
２

部
（
佐
野
哲
生
裁
判
長
）
に
移
り
ま
す
。

麻
田
主
任
弁
護
士
と
救
援
会
事
務
局
と

の
会
談
で
は
、
「
井
筒
さ
ん
の
行
為
は
、

公
選
法
違
反
に
該
当
し
な
い
」
「
公
民
権

停
止
は
不
当
」
、
さ
ら
に
憲
法
違
反
を
争

う
に
適
し
た
憲
法
学
者
の
証
言
と
選
挙
期

間
中
の
「
政
見
広
報
」
の
事
例
の
紹
介
が

必
要
と
の
論
議
と
な
り
ま
し
た
。

２
月
18
日
に
は
、
井
筒
議
員
を
救
援
す

る
会
の
例
会
が
梅
田
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
例
会
に
は
呼
び
か
け
人
の
皆
さ
ん
に

加
え
て
、
国
民
救
援
会
兵
庫
県
本
部
の
２

名
の
方
の
参
加
を
得
て
９
名
で
開
催
。
一

段
と
層
の
広
が
り
と
な
る
救
援
会
議
と
な

り
ま
し
た
。

席
上
。
呼
び
か
け
人
の
多
く
の
皆
さ
ん

が
、
国
民
救
援
会
の
「
井
筒
救
援
運
動
」

参
加
を
歓
迎
す
る
発
言
が
続
き
ま
し
た
。

こ
の
場
で
お
二
人
に
も
救
援
会
に
加
わ
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
新
た
な
参
加
者
を

迎
え
て
、
改
め
て
本
会
の
趣
旨
が

説
明
さ
れ
ま
し
た
。

「
『
文
書
違
反
』
コ
ジ
つ
け
逮

捕
で
公
民
権
停
止
５
年
の
略
式
命

令
、
議
員
資
格
剥
奪
に
反
対
す
る
。

実
質
９
年
も
加
古
川
市
議
会
か
ら
の
追
放

に
抗
議
し
ま
す
。
『
違
反
文
書
』
は
違
法

で
は
な
い
と
無
実
を
晴
ら
し
ま
す
。
公
選

法
の
文
書
頒
布
制
限
は
憲
法
違
反
で
す
。

同
時
に
多
く
の
支
援
者
が
不
当
に
取
調
べ

ら
れ
、
人
権
を
奪
わ
れ
た
名
誉
を
回
復
す

る
裁
判
で
も
あ
り
ま
す
。
」

市
民
Ｂ
さ
ん
は
「
ま
る
で
犯
人
の
よ
う

に
取
り
調
べ
ら
れ
、
夕
飯
時
に
、
お
び
え

る
子
ど
も
の
前
か
ら
強
制
的
に
連
行
さ
れ
、

22
日
も
長
期
拘
留
と
不
当
な
取
調
べ
を
う

け
ま
し
た
。
釈
放
さ
れ
て
も
尚
、
未
だ
に

名
誉
が
回
復
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
」
「
取
調

べ
で
は
、
Ｂ
さ
ん
の
発
言
が
取
り
上
げ
ら

れ
ず
、
不
本
意
な
『
供
述
』
が
警
察
に
有

利
な
よ
う
に
出
来
上
が
り
ま
し
た
」
「
文

書
違
反
と
関
係
な
い
子
供
の
預
金
通
帳
が

未
だ
返
し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
」
と
訴
え
ら

れ
ま
し
た
。

市
民
派
議
員
が
最
初
に
救
援
に
立
ち
上

が
っ
た
井
筒
救
援
運
動
は
、
組
合
や
救
援

会
な
ど
大
衆
団
体
に
も
広
が
り
、
井
筒
議

員
と
市
民
を
逮
捕
し
た
「
東
播
磨
２
市
議

文
書
弾
圧
事
件
」
の
救
援
運
動
は
、
立
場

を
超
え
て
、
支
援
の
輪
を
拡
げ
て
い
ま
す
。
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（1） ２０１０年３月７日
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議
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援
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権
力
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圧
に
よ
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議
員
資
格
剥
奪
反
対
！
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井
筒
裁
判
は
、
神
戸
地

裁
刑
事
２
部
（
佐
野
哲
生

裁
判
長
）
に
移
り
ま
す

新
し
い
支
援
者
迎
え
て
、

第
３
回
救
援
会
。
共
同
し

て
裁
判
支
援
を
申
し
合
せ

２
月
20
日
、
日
本
国
民
救
援
会
の
会

合
に
井
筒
市
議
が
参
加
、
不
当
逮
捕
を

訴
え
る
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

社
会
的
に
重
要
な
裁
判

皆
さ
ん
か
ら
は
、
多
く
の
救
援
に
携

わ
っ
て
い
ま
す
が
、
09
年
夏
の
総
選
挙

で
井
筒
た
か
お
加
古
川
市
議
が
、
支
持

者
に
「
公
選
法
違
反
の
文
書
」
を
郵
送

し
た
と
し
て
、
逮
捕
・
起
訴
さ
れ
た
ニ
ュ
ー

ス
に
接
し
、
強
い
憤
り
を
感
じ
て
い
ま

し
た
。
今
回
、
直
接
「
文
書
」
や
話
を

聞
き
、
無
実
だ
と
思
い
ま
す
。

国
民
救
援
会
は
、
党
派
、
立
場
を
超

え
て
、
え
ん
罪
事
件
な
ど
の
救
援
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

「
公
共
の
福
祉
論
」
を
盾
に
し
た
公

選
法
の
違
法
な
選
挙
制
限
で
逮
捕
・
起

訴
し
た
こ
と
は
、
表
現
の
自
由
を
保
障

す
る
憲
法
及
び
自
由
な
選
挙
活
動
を
保

障
す
る
国
際
人
権
規
約
に
違
反
。

今
後
、
社
会
的
に
重
要
な
裁
判
と
と

ら
え
支
援
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

又
神
戸
地
裁
へ
の
申
し
入
れ
書
面

『
井
筒
た
か
お
加
古
川
市
議
の
公
選
法

裁
判
は
憲
法
・
国
際
人
権
規
約
に
も
と

づ
き
公
訴
棄
却
を
求
め
る
要
請
決
議

（
案
）
』
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
救
援

運
動
の
発
展
を
願
い
ま
す
。
（
事
務
局
）
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<
事
実
経
過>

２
０
０
９
年

・
8
／
30
：
衆
院
選
で
自
公
大
敗
北
！

井
筒
議
員
ら
応
援
の
兵
庫
10
区

民
主

党
・
岡
田
や
す
ひ
ろ
氏
、
兵
庫
８
区
新

党
日
本
・
田
中
康
夫
氏
、
大
阪
10
区
社

民
党
・
辻
元
清
美
氏
ら
当
選
！

・
9
／
11
：
井
奥
高
砂
市
議
と
高
砂
市
民

１
人
、
加
古
川
市
民
１
人
逮
捕
。
井
筒

議
員
に
捜
索

・
9
／
17
：
井
筒
議
員
逮
捕

・
10
／
2
：
9
／
11
逮
捕
の
３
人
釈
放

井
奥
議
員
は
略
式
裁
判
で
罰
金
50
万
円
、

公
民
権
停
止
５
年

２
市
民
「
処
分
保
留
」
で
釈
放

・
10
／
5
：
井
奥
議
員
、
高
砂
市
議
会
で

辞
職
申
し
出
。
受
理
。

・
10
／
8
：
井
筒
議
員
釈
放
、
略
式
裁
判

で
罰
金
50
万
円
、
公
民
権
停
止
５
年

・
10
／
16
：
井
奥
議
員
、
本
訴
へ

・
10
／
22
：
井
筒
議
員
、
本
訴
へ

・
11
／
26
：
加
古
川
市
議
会
で
井
筒
議
員

に
辞
職
勧
告
決
議

・
11
／
26
：
井
筒
議
員
、
「
辞
職
せ
ず
」

と
記
者
会
見

・
12
／
9
：
神
戸
簡
裁
で
初
公
判

<

井
奥
さ
ん
裁
判
傍
聴
記>

「
巻
き
添
え
逮
捕
」
の
市
民

（
Ｂ
）

４
月
以
降
に
は
、
井
筒
裁
判
が
始
ま
る

の
で
は
と
予
想
さ
れ
る
中
、
す
で
に
概
ね

進
ん
で
い
る
井
奥
裁
判
を
傍
聴
し
て
き
ま

し
た
。
井
筒
裁
判
を
含
め
、
私
自
身
の
名

誉
と
人
権
に
も
関
わ
る
重
要
な
裁
判
で
す
。

１
月
29
日
、
第
２
回
公
判
は
、
10
時
か

ら
。
井
奥
さ
ん
側
か
ら
３
人
の
証
人
が
出

て
き
ま
し
た
。
証
人(

支
援
者
・
議
会
関

係
者
・
家
族)

か
ら
は
、
立
派
な
議
員
活

動
を
し
て
お
り
高
砂
市
に
は
必
要
な
議
員
、

幼
子
を
抱
え
て
失
業
は
、
酷
い
。
５
年
の

公
民
権
停
止
は
、
実
質
９
年
選
挙
に
出
る

事
が
出
来
な
い
、
５
年
は
長
す
ぎ
る
、
と

主
張
。
そ
し
て
７
０
０
人
分
の
請
願
書

(

証
人
・
本
人
が
情
状
を
訴
え
て
い
る
内

容
と
ほ
ぼ
同
様)

を
裁
判
官
に
提
出
し
て

い
ま
し
た
。

２
月
17
日
、
第
３
回
公
判
が
13
：
30
に

開
か
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
井
奥
さ
ん
本

人
が
証
言
に
立
ち
ま
し
た
。
弁
護
士
の
質

問
に
答
え
な
が
ら
、
情
状
が
訴
え
ら
れ
ま

し
た
。
一
方
検
事
の
反
対
尋
問
で
は
、
罪

を
犯
し
た
も
の
は
、
罰
則
を
受
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
強
調
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

「
違
法
文
書
」
の
郵
送
作
業
の
時
に
、
投

票
依
頼
の
口
裏
あ
わ
せ
が
行
わ
れ
て
い
た

の
で
は
と
追
求
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
ま
っ

た
く
行
っ
て
い
な
い
の
が
真
実
で
す
。

さ
ら
に
参
考
人(

後
援
者)

の
「
井
筒
文
書

は
違
法
文
書
と
ど
な
っ
た
」
と
の
供
述
調

書
が
示
さ
れ
、
怒
鳴
ら
れ
た
の
に
、
な
ぜ

「
違
法
文
書
」
の
作
成
・
発
送
を
止
め
な

か
っ
た
の
か
と
追
求
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

に
は
、
流
石
に
、
参
考
人
供
述
に
日
付
の

誤
解
が
あ
り
、
投
票
後
の
事
で
あ
る
と
、

訂
正
の
証
言
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

「
結
果
的
に
は
違
法
で
あ
っ
た
と
承
知
」

で
郵
送
し
た
事
の
反
省
の
言
葉
に
は
、

「
違
法
な
文
書
で
は
な
い
」
と
の
井
筒
裁

判
の
前
途
に
は
厳
し
い
証
言
だ
と
感
じ
ま

し
た
。
市
民
を
巻
き
込
ん
で
し
ま
っ
て
申

し
訳
な
い
と
の
思
い
は
伝
わ
り
ま
し
た
が
、

朝
・
昼
・
晩
の
長
期
の
勾
留
や
取
調
べ
、

警
察
の
圧
力
な
ど
思
い
出
し
て
、
強
い
気

持
ち
で
真
実
に
向
き
合
っ
て
欲
し
い
で
す
。

３
月
10
日
公
判
報
告
は
、
次
号
に
。
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